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 セカンドハーベスト・ジャパンと、 
「食品ロス」削減に向けた食品寄贈に関する覚書の締結と 

 デニーズ・ファミールの店頭募金の寄贈の実施   

 株式会社セブン＆アイ・フードシステムズ（東京都千代田区二番町8-8、代表取締役社
長：小松雅美）は、2019年3月1日（金）日本最大のフードバンクであるセカンドハーベス
ト・ジャパン（東京都台東区浅草橋4-5-1、理事長：ベーレス・ジャーン・クレヴェン）と
食料品の寄贈に関する覚書を締結しました。 
セブン＆アイ・フードシステムズは、メニュー改廃時の賞味期限内の未開封商品を寄贈する
ことで、大きな社会課題のひとつである『食品ロス』の削減を進め、『SDGs』の目標12に
貢献して参ります。 
  
 また、セカンドハーベスト・ジャパンは「Food for all people  ～全ての人に食べ
物を～」という理念のもとフードセーフティネットの構築、拡大を目標に活動しています。こ
の理念に賛同し、2017年より店頭募金の一部を寄贈して参りました。 
今年も、2019年1月1日（火）から2月28日（木）に、全国のデニーズ・ファミール計382店
舖で店頭募金を実施しました。期間中、お客様や従業員より寄せられた募金総額 897,441円
を5月21日（火）にセカンドハーベスト・ジャパンCEOマクジルトン・チャールズ様にお渡
ししました。 
 
＜寄贈対象商品＞ 常温もしくは冷凍の加工食品、ソース、スープなど 
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この取組により、国連で定めた持続可能
な開発目標『SDGs』に貢献します。 

◇セカンドハーベスト・ジャパンの活動 

食品メーカーや外食産業で、品質に問題がないも

のの販売期間終了などで商品価値を失った従来は

廃棄されていた食品を、子ども食堂や児童養護施

設等の福祉施設の入居者、食の支援が必要な個人

（家庭）などに提供する、いわゆるフードバンク

活動を行っています。  
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